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施設建設計画をめぐるこの間の動き P １ ～ P ２

各議員 ( 会派 ) の思い P ３ ～ P ４

　

昨
年
の
３
月
議
会
で
「
平
成
29

年
度
一
般
会
計
予
算
」
の
審
議
に
お
い
て
、
生
涯
学
習
施
設
建

設
に
つ
い
て
の
動
議
が
提
出
さ
れ
、
こ
の
一
年
間
、
特
別
委
員
会
も
設
置
さ
れ
、
議
論
を
深
め
て

き
ま
し
た
。
改
め
て
、
こ
の
間
の
生
涯
学
習
施
設
建
設
を
め
ぐ
る
議
会
の
動
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
（
会
派
）
の
思
い
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

生
涯
学
習
施
設
建
設
を
め
ぐ
る
こ
の
間
の
動
き

　老朽化した公民館は耐震化の問題もあり建て替えが急がれています。また『太子町教

育委員会点検・評価報告書』でも指摘されてきた自治体として本来備わっているべき図

書館の設置は、長年の検討課題でもありました。平成28年４月から施設建設問題が議論

されてきました。この一年を振り返って報告します。

《平成２９年》

３月議会「議案第14号に対する付帯決議」全会一致で採択
（山田議長は採決に加わらない）

議案第14号（一般会計予算）に対する付帯決議

【内容】 一般会計予算に含まれる仮称生涯学習センターの実施計画の執行にあたっては、

より一層議会との協議を深めることを強く求める。

１．工事中、完成後共に来庁者の駐車場を十分確保すること。

２．大型車を含む工事車両の出入りに際しては、安全に十分配慮すること。

３．住民の理解が得られるよう十分説明されること。

５月　住民２団体から議長あてに「陳情書」
　 「『公民館・図書館建替え』について（の提言）」（太子町をよくする会）

　 「町民が誇れる生涯学習施設の建設を進めるために」（住みよい太子町をつくる会）

６月議会「生涯学習施設建設調査特別委員会設置を求める動議」
　　賛成８人〔羽山・中村・辻本・村井・阪口・西田・森田・田中〕

　　反対２人〔寺町・建石〕で採決　　　　　　　　　　　（山田議長は採決に加わらない）

「生涯学習施設建設調査特別委員会」設置を求める動議

　３月議会で、生涯学習施設建設にあたっての「付帯決議」が全会一致で可決された。

　しかし、その後、４月に開かれた全員協議会の説明でも、昨日の６月議会における一

般質問で３人の議員からの質問に対しての答弁でも、「付帯決議」を真摯に受け止める

姿勢が、見受けられない。

　ついては、生涯学習施設建設について、集中して審議する「生涯学習施設建設調査特

別委員会」の設置を求め動議を提出する。

（動議提出議員　６人〔羽山・中村・辻本・阪口・西田・森田〕）

生涯学習施設建設調査特別委員会特集
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生涯学習施設建設調査特別委員会設置後の状況（主な議論）

　次の通り、生涯学習施設建設調査特別委員会を設置する。

１．名　　　称　生涯学習施設建設調査特別委員会

２．設置の根拠　地方自治法第109条及び太子町議会委員会条例第５条

３．付 議 事 件　生涯学習施設建設についての調査・研究

４．委員の定数　11人以内

５．調 査 期 間　議決の日から、議会が調査終了を議決するまでとする。

《平成２９年》

７月　第１回　生涯学習施設建設調査特別委員会
 特別委員会の進め方について議論

　　  「公民館を建替えなければならなく、図書館は必要。全員が施設は必要。」であることを確認した

うえで、特別委員会で調査・研究していくことを確認

８月　第２回　生涯学習施設建設調査特別委員会
　　  町長への「平成29年度生涯学習施設実施設計業務委託の予算執行の一時停止について（申し入れ）」

文書確認　※８月４日、山田議長から町長に提出

８月　第３回　生涯学習施設建設調査特別委員会
　 8月10日の報告について／町長の予算執行権について／実施設計予算の計上について

９月　第４回　生涯学習施設建設調査特別委員会
　　　 住民への説明方法について

     町提案の「地質（ボーリング）調査」実施について可否をとる

　　　　 　 賛成５人〔村井・寺町・田中・建石・山田〕、反対５人〔羽山・辻本・阪口・西田・森田〕 

中村委員長裁決により否決

10月　第５回　生涯学習施設建設調査特別委員会
　　 「生涯学習施設建設場所の再検討について」申し入れることに対しての可否をとる

       　 賛成５人〔羽山・辻本・阪口・西田・森田〕、反対５人〔村井・寺町・田中・建石・山田〕 

中村委員長裁決により可決

12月　第６回　生涯学習施設建設調査特別委員会
　  「太子町広報紙６月号に示された『生涯学習施設』早期実現を求める請願」に対し継続審査とする

ことに対する採決をとる

　　　 　 賛成５人〔羽山・森田・阪口・西田・中村〕、反対５人〔村井・山田・寺町・田中・建石〕　 

辻本委員長裁決で継続審査に

《平成３０年》

１月　第７回　生涯学習施設建設調査特別委員会
　　  町長からの回答文書について／「太子町広報紙６月号に示された『生涯学習施設』早期実現を求

める請願」について／副町長より議長・副議長に対し非公式の会議を求めていることについて／

特別委員会での議論を「議会だより」で知らせることについて

２月　第８回　生涯学習施設建設調査特別委員会
　　  「生涯学習施設建設場所の再検討について」求める特別委員会の申し入れに対して、町長が「再検

討する予定はない」と回答してきた件について、特別委員会としての対応を協議

▲6月広報に示された施設イメージ図

【
用
語
解
説
】

☆
「
動
議
」
と
は
？

　

一
般
的
に
会
議
の
進
行

中
に
議
員
か
ら
、
口
頭
又

は
文
章
で
出
さ
れ
る
提
案

の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
動

議
を
認
め
る
か
ど
う
か

は
、
本
会
議
又
は
、
委
員

会
の
議
決
を
経
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

☆
「
付
帯
決
議
」
と
は
？

　

議
案
を
議
決
す
る
際
に

付
け
加
え
ら
れ
る
議
会
の

要
望
の
こ
と
。
法
的
拘
束

力
は
な
く
、
政
治
的
に
尊

重
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

☆
「
継
続
審
査
」
と
は
？

　

会
期
中
に
議
決
に
至
ら

な
か
っ
た
議
案
な
ど
は
、

次
の
会
期
に
引
き
継
が
れ

る
こ
と
な
く
廃
案
と
な
り

ま
す
。
継
続
審
査
と
は
、

そ
の
例
外
で
審
議
未
了
の

廃
案
と
せ
ず
、
引
き
続
き

付
託
さ
れ
た
委
員
会
で
審

査
を
行
う
こ
と
で
す
。

☆
「
付
議
事
件
」
と
は
？

　

議
案
な
ど
議
会
で
審
議

さ
れ
る
事
項
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。
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公
明
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
羽
山
茂
男

町
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会

　
　
　
　
　
森
田
忠
彦

自
由
民
主
党

　
　
　
　
　
辻
本
　
馨

太
政
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
中
村
直
幸

　

太
子
町
は
、
町
長
も
こ

の
間
、
様
々
な
行
革
な
ど

で
努
力
さ
れ
、
私
た
ち
議

員
も
協
力
す
る
中
で
基
金

を
増
や
し
、
財
政
的
に
は

大
き
な
工
事
も
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

い
ま
生
涯
学
習
施
設
建

設
を
め
ぐ
っ
て
、
私
た
ち

４
人
に
対
し
て
「
基
本
計

画
で
賛
成
し
て
、
実
施
設

計
で
反
対
し
て
何
や
っ
と

ん
や
」
と
の
お
叱
り
も
い

た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
現

計
画
に
対
し
、
３
月
議
会

で
動
議
を
提
出
し
、
議
決

い
た
だ
い
た
付
帯
決
議
に

込
め
た
私
た
ち
の
思
い
を

述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

基
本
的
に
私
た
ち
４
人

（
４
会
派
）
は
、
公
民
館

も
老
朽
化
し
て
お
り
、
今

回
計
画
さ
れ
て
い
る
事

業
、
「
生
涯
学
習
施
設
建

設
」
（
公
民
館
の
建
替
え
、

図
書
館
の
建
設
）
に
は
、

大
い
に
賛
成
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
、
10
億
円
を
超

え
る
大
事
業
で
す
の
で
、

住
民
の
み
な
さ
ん
が
10
年

後
、
20
年
後
、
将
来
に
わ

た
っ
て
い
い
も
の
を
つ

く
っ
て
く
れ
た
と
思
わ
れ

る
よ
う
な
立
派
な
建
物
を

つ
く
り
た
い
と
の
思
い
を

持
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
も
、
住
民
の
意
見

を
聴
き
、
思
い
を
反
映
さ

せ
る
た
め
の
特
別
委
員
会

を
設
置
し
て
、
い
ま
現
在

２
５
０
０
万
円
強
の
実
施

設
計
を
一
旦
停
止
し
、
ど

こ
に
建
て
れ
ば
い
い
施
設

に
な
る
の
か
、
住
民
に
ど

う
参
加
し
て
も
ら
う
の

か
、
議
論
を
重
ね
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

改
め
て
こ
こ
に
至
っ
た

経
過
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
28
年
4
月
ご
ろ
「
①

案　

現
公
民
館
隣
接
地
」

「
②
案　

現
公
民
館
建
替

え
＋
ふ
た
か
み
の
庭
」「
③

案　

ふ
た
か
み
の
庭
＋
駐

車
場
の
一
部
」
で
検
討
し

て
い
る
と
の
話
が
あ
り
、

③
案
が
金
額
的
に
も
安
く

あ
が
り
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
が
か
か
ら
な
い
と
云

う
説
明
が
あ
り
、
③
案
に

反
対
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

９
月
に
③
案
で
の
「
基
本

計
画
（
案
）
」
、
12
月
議
会

に
「
基
本
設
計
（
案
）
」

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
12
月
、

1
月
、
2
月
と
3
カ
月
、

こ
の
「
基
本
設
計
（
案
）
」

を
検
討
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
こ
の
場
所
は
ど
う

し
て
も
物
理
的
に
無
理
が

あ
る
と
、
３
月
議
会
で
付

帯
決
議
を
提
出
し
ま
し

た
。

　

現
計
画
の
場
所
で
は
、

役
場
正
面
か
ら
駐
車
場
へ

入
る
場
合
、
右
に
直
角
に

曲
が
っ
て
、
10
ｍ
程
走
っ

て
、
又
左
へ
直
角
に
曲
が

り
、
道
幅
も
狭
く
坂
道
で

あ
り
危
険
で
あ
る
。
大
型

車
両
が
入
れ
な
い
。
材
料

置
き
場
が
少
な
く
建
設
コ

ス
ト
が
高
く
な
る
。
工
事

中
・
完
成
後
と
も
に
駐
車

場
を
十
分
確
保
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
ま
た
、
仮

に
確
保
で
き
て
も
、
現
在

で
も
駐
車
場
の
半
分
が
借

地
で
あ
り
、
さ
ら
に
借
地

が
増
え
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
が
か
か
る
。
又
４
万
冊

の
閉
架
書
庫
（
資
料
の
収

集
、
保
管
、
整
理
、
研
究

な
ど
を
目
的
に
図
書
を
保

管
し
て
お
く
書
庫
）
を
つ

く
る
た
め
に
４
億
円
程
の

予
算
を
取
っ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
が
、
こ
れ
か
ら
電

子
書
籍
が
普
及
す
る
中
、

又
近
隣
市
町
村
で
図
書
館

を
共
有
で
き
る
現
在
、
必

要
か
ど
う
か
。
現
計
画
で

は
殆
ど
補
助
金
が
出
な

い
。
①
案
（
現
公
民
館
隣

接
地
）
の
場
所
に
複
合
施

設
と
し
て
、
人
口
減
少
・

少
子
高
齢
化
対
策
と
し
て

幼
児
教
育
を
主
眼
と
し
て

の
子
ど
も
図
書
館
は
考
え

ら
れ
な
い
の
か
。
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な

も
の
を
つ
く
れ
ば
補
助
金

制
度
が
あ
り
ま
す
。
建
物

を
木
造
に
す
る
こ
と
で
国

土
交
通
省
か
ら
補
助
金
を

も
ら
う
な
ど
、
様
々
な
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
日

本
遺
産
に
認
定
さ
れ
観
光

バ
ス
を
止
め
ら
れ
る
駐
車

場
も
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

以
上
、
今
述
べ
た
だ
け

で
も
現
計
画
場
所
に
は
問

題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　

住
民
の
み
な
さ
ん
が
待

ち
望
ん
で
い
る
公
民
館
の

建
て
替
え
は
急
務
で
す
。

私
た
ち
４
人
（
４
会
派
）

は
、
現
計
画
場
所
を
撤
回

し
、
①
案
で
、
住
民
の
意

見
を
取
り
入
れ
、
早
急
に

再
度
考
え
ら
れ
る
よ
う
町

長
の
勇
気
あ
る
決
断
を
希

望
し
て
い
ま
す
。

ふ
た
か
み
会

　
　
　
　
　
村
井
浩
二

　

本
町
は
少
子
高
齢
化
が

進
行
し
、
人
口
は
減
少
の

一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま

す
。
人
口
減
少
は
、
税
収

入
の
減
少
、
社
会
保
障
費

の
増
加
な
ど
、
財
政
の
硬

直
化
が
予
測
さ
れ
、
持
続

性
の
あ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
こ
と
が
厳
し
い
状

況
に
な
り
ま
す
。
人
口
減

少
下
で
の
、
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
建
設
計
画
は
、
財

源
確
保
や
財
政
見
通
し
、

そ
し
て
、
公
共
施
設
の
集

約
・
複
合
化
な
ど
で
、
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
削

減
、
利
便
性
の
向
上
や
生

産
性
の
確
保
が
重
要
で

す
。
そ
も
そ
も
、
現
公
民

館
は
、
耐
震
を
満
た
し
て

い
な
い
上
、
老
朽
化
が
著

し
く
、
利
用
者
の
安
全
確

保
の
議
論
を
重
ね
る
べ
き

で
あ
り
ま
す
。
議
員
は
、

地
方
議
会
・
地
方
財
政
・

地
方
交
付
税
な
ど
の
制
度

の
基
本
を
把
握
し
た
上

で
、
主
観
的
に
議
案
審
議

に
あ
た
り
、
責
任
を
持
っ

て
議
決
権
を
行
使
す
る
べ

き
で
す
。
現
行
計
画
案
を

早
期
実
施
す
べ
き
と
考
え

ま
す
。

生涯学習施設を建設するために・・・
各議員（会派）の思い
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日
本
共
産
党
　

　
　
　
　
阪
口
　
　
寛

　
　
　
　
西
田
い
く
子

　

日
本
共
産
党
は
、
以
前

か
ら
太
子
町
に
ふ
さ
わ
し

い
図
書
館
の
建
設
を
求
め

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
公

民
館
は
、
稼
働
率
が
高
く
、

老
若
男
女
が
集
え
る
場
と

し
て
親
し
ま
れ
て
お
り
、

老
朽
化
し
た
公
民
館
の
建

て
替
え
は
、
心
か
ら
歓
迎

し
、
住
民
の
み
な
さ
ん
が
、

完
成
を
喜
べ
る
施
設
を
一

日
も
早
く
実
現
す
る
た
め

に
全
力
で
取
り
組
む
決
意

で
臨
ん
で
い
ま
す
。

　

昨
年
の
３
月
議
会
で
私

た
ち
は
、
町
の
政
治
姿
勢

を
質
し
予
算
案
に
反
対
し

ま
し
た
が
、
施
設
建
設
に

対
し
住
民
に
十
分
理
解
す

る
こ
と
等
を
求
め
た
付
帯

決
議
に
は
賛
成
し
ま
し

た
。

　

で
は
、
付
帯
決
議
を
受

け
て
こ
の
間
、
町
は
何
を

し
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

住
民
へ
は
、
６
月
広
報

で
知
ら
せ
た
だ
け
で
す
。

駐
車
場
や
工
事
車
両
の
問

題
も
解
決
し
て
い
な
い
に

も
関
わ
ら
ず
、
現
計
画
の

ま
ま
突
き
進
む
町
当
局
に

「
住
民
の
意
見
、
声
を
聴

け
！
」
と
議
会
が
「
待
っ

た
」
を
か
け
た
の
は
、
住

民
代
表
の
議
員
と
し
て
当

然
の
こ
と
で
す
。
６
月
に

提
出
さ
れ
た
特
別
委
員
会

設
置
の
動
議
も
８
人
の
議

員
の
賛
成
で
設
置
さ
れ
ま

し
た
。

建
設
場
所
か
ら
問
う
べ
き

　

現
在
の
進
捗
状
況
で

は
、
町
長
の
今
期
内
当
初

予
定
さ
れ
て
い
た
31
年
10

月
の
文
化
祭
ま
で
に
建
設

で
き
な
い
こ
と
は
、
町
長

も
認
め
て
い
ま
す
。
そ
う

で
あ
る
な
ら
、
住
民
の
み

な
さ
ん
に
「
ど
ん
な
施
設

が
い
い
の
か
」
改
め
て
場

所
を
含
め
て
問
い
直
す
べ

き
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？

　

10
億
円
を
超
え
る
施
設

建
設
計
画
で
す
。
税
金
を

一
円
た
り
と
も
お
ろ
そ
か

に
は
で
き
ま
せ
ん
。
施
設

建
設
に
あ
た
っ
て
、
国
の

補
助
金
が
活
用
で
き
な
い

か
な
ど
、
し
っ
か
り
協
議

を
し
て
、
住
民
の
知
恵
を

集
め
、
今
を
生
き
る
住
民

だ
け
で
な
く
、
未
来
の
住

民
に
も
喜
ん
で
も
ら
え
る

施
設
建
設
が
大
切
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

政
友
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
建
石
良
明

　
　
　
　
　
田
中
祐
二

　
　
　
　
　
山
田
　
強

　
　
　
　
　
寺
町
幸
雄

　

公
民
館
に
つ
い
て
は
、
多

く
の
人
に
利
用
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
、
必
要
性
に

つ
い
て
は
異
論
の
な
い
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
し
か

し
現
在
の
公
民
館
は
築
50

年
以
上
が
経
過
し
、
老
朽

化
は
顕
著
で
あ
り
、
そ
の

耐
震
性
に
つ
い
て
も
非
常

に
危
惧
さ
れ
、
早
急
な
対

策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

図
書
館
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
太
子
町
の
図
書
室

の
蔵
書
数
は
南
河
内
地
区

の
市
町
村
の
図
書
館
・
図

書
室
の
平
均
の
28
％
程
度

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ゆ
え

に
太
子
町
の
児
童
・
生
徒

を
は
じ
め
、
た
だ
太
子
町

に
住
ん
で
い
る
と
い
う
だ

け
で
、
普
通
に
図
書
に
ふ

れ
あ
う
機
会
が
著
し
く
制

限
さ
れ
て
い
る
と
い
う
状

況
で
す
。
ま
た
図
書
館
は

住
民
の
憩
い
の
場
で
も
あ

り
ま
す
。

　

太
子
町
を
と
り
ま
く
状

況
を
み
ま
し
て
も
、
優
先

度
の
高
い
学
校
施
設
の
整

備
に
つ
い
て
は
目
途
が
つ

き
、
財
政
状
況
に
お
い
て

も
、
公
共
施
設
整
備
基
金

に
一
定
の
積
立
金
が
で

き
、
起
債
を
併
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
今
後
に
過
度

の
負
担
に
は
な
ら
な
い
と

判
断
で
き
る
状
況
と
考
え

ま
す
。

　

そ
こ
で
理
事
者
か
ら
、

今
回
の
場
所
で
の
生
涯
学

習
施
設
建
設
の
提
示
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
理
由
と

し
て
、
ま
ず
事
業
費
に
お

い
は
現
図
書
室
の
面
積
を

有
効
利
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
新
た
な
施
設
の
建
設

面
積
を
抑
え
る
こ
と
が
で

き
る
。
さ
ら
に
新
た
な
土

地
を
取
得
す
る
費
用
が
要

ら
な
い
こ
と
で
大
切
な
公

金
の
支
出
が
抑
制
で
き
る

こ
と
。
ま
た
オ
ー
プ
ン
後

の
利
用
者
の
利
便
性
や
道

路
の
横
断
が
必
要
で
な
い

等
の
安
全
性
の
面
、
施
設

に
係
る
維
持
管
理
経
費
の

低
減
の
観
点
か
ら
も
一
体

利
用
が
で
き
る
現
行
案
が

優
れ
て
い
る
と
判
断
し
た

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
人
口
減
少
社
会
を
迎

え
る
か
ら
こ
そ
、
よ
り
コ

ン
パ
ク
ト
な
原
案
を
可
と

し
、
責
任
を
持
っ
て
基
本

計
画
策
定
に
必
要
な
予
算

に
同
意
し
ま
し
た
。
そ
し

て
基
本
計
画
の
策
定
に
当

た
っ
て
は
、
町
広
報
紙
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記
事
掲

載
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
公
民
館
利
用
者
に
直

接
意
見
を
聞
き
基
本
設
計

に
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

我
々
も
議
会
改
選
や
町
勘

定
等
の
機
会
を
通
じ
て
、

そ
の
説
明
に
努
め
て
い
ま

す
。
住
民
周
知
１
０
０
％

は
難
し
い
と
し
て
も
、
必

要
な
こ
と
は
実
施
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
と
の
考
え

の
も
と
、
昨
年
３
月
議
会

に
お
い
て
、
実
施
設
計
が

組
み
込
ま
れ
た
予
算
案
に

同
意
し
、
賛
成
多
数
で
可

決
し
ま
し
た
。
こ
の
時
に

文
面
通
り
、
建
設
を
前
提

と
し
た
付
帯
決
議
に
賛
同

し
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の

後
唐
突
に
し
か
も
明
確
な

理
由
を
示
さ
ず
に
現
行
案

に
反
対
す
る
意
見
が
で
て

き
ま
し
た
。
特
別
委
員
会

の
場
に
お
い
て
も
、
ど
こ

に
問
題
が
あ
っ
て
現
行
案

に
反
対
す
る
の
か
質
し
て

き
ま
し
た
が
、
い
ま
だ
ま

と
ま
っ
た
回
答
も
な
く
、

対
案
も
示
さ
れ
な
い
な

か
、
現
行
案
が
宙
に
浮
い

た
状
態
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
役
場
近
隣
の
土
地
に

つ
い
て
は
、
民
有
地
で
あ

る
う
え
種
々
の
課
題
が
あ

り
行
政
が
責
任
を
持
っ
て

事
業
計
画
を
進
め
ら
れ
る

状
況
に
な
い
と
考
え
ま

す
。
工
事
中
、
建
設
後
の

駐
車
場
は
十
分
確
保
で

き
、
オ
ー
プ
ン
後
に
つ
い

て
は
増
加
す
る
と
の
再
確

認
を
し
て
お
り
ま
す
。
工

事
の
大
型
車
輌
が
進
入
可

能
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で

あ
り
議
論
に
値
し
ま
せ

ん
。
国
等
の
補
助
金
に
つ

い
て
は
、
当
然
そ
の
目
的

に
合
致
し
た
も
の
を
建
設

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
安

易
な
活
用
は
そ
れ
こ
そ
不

必
要
な
箱
モ
ノ
、
町
負
担

金
を
は
じ
め
公
金
の
ム
ダ

使
い
に
繋
が
り
ま
す
。

　

昨
年
末
に
区
長
会
・
文

化
連
盟
の
理
事
の
方
々
連

名
で
早
期
建
設
を
求
め
る

請
願
が
出
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
多
く
の
住
民
が
待

ち
望
ん
で
い
る
、
そ
し
て

き
っ
と
建
設
後
は
多
く
の

住
民
に
喜
ん
で
い
た
だ
け

る
施
設
で
あ
る
と
我
々
４

名
は
確
信
し
て
い
ま
す
。

ゆ
え
に
一
刻
も
早
く
原
案

の
生
涯
学
習
施
設
が
建
設

で
き
る
べ
く
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

特別号（4）


